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2026 年 うま年 

                                                    校長 森田 芳栄 

 穏やかに３学期を迎えることができました。本年もよろしくお願いいたします。  

 

＜第３学期始業式あいさつより＞ 

あけましておめでとうございます。 

冬休みは楽しく過ごせましたか。楽しか

ったいろいろな思い出を教室で先生や友達

にたくさんお話をしてくださいね。 

今日から３学期です。３学期は、今の学

年の「まとめ」であり、次の学年への準備

の大切な時期です。年の初めに立てた自分

の目当てに向かって、「最善の努力」「真剣なる実行」の博労プライドで取り組んでい

きましょう。 

さて、2026年の干支は何でしょう。そう、うま年です。５年生と６年生にうま年の人

がいますね。馬という動物には、素晴らしい特徴がいくつもあります。馬はスピードで

も持久力でも優れた力をもつ動物です。スピードでいうなら、時速70㎞、道路を走って

いる車よりも速く走ることができます。また、持久力なら１日500㎞走れるそうです。

博労小学校から東京までが約400㎞ですから、楽に東京まで行くことができるというこ

とになります。今日は、そんな素敵な馬の魅力の中からみなさんにも真似してほしいこ

とを２つお話しします。 

「前向きに、たくましく進む（くじけずにがんばる）」  

馬は、とても力強く走る動物です。昔から、馬

が走る姿は「物事がうまくいく」「どんどん前に

進む」という縁起の良い象徴とされてきました。 

３学期はたった３か月、約50日しかありません。

難しい勉強や、苦手なこともあるかもしれませ

ん。そんな時こそ、馬のように前向きな気持ち

で、一歩ずつ力強く進んでいってほしいと思いま

す。 

「広い視野をもつ（周りをよく見て考える）」  

馬は、大変優しい目をしています。その優しい

目は、私たち人間と違って顔の横についていて、

真後ろ以外、ほぼ360度を見渡すことができるといわれています。みなさんも、自分の

ことだけではなく、周りの友達の様子をよく見てみてください。 困っている友達はい

ないかな、だれかがよいことをしていたら「すごいね」って言えるかな。馬のように広

い視野で、みんなで助け合えるクラスにしていきましょう。 

 

各教室には、担任からの熱いメッセージ

が黒板に書かれていました。 

４年生から絵馬をもらいました。 

『2026 笑門来福  博労小学校』  



～２学期の学校評価の結果について～ 

教頭 中川 智子 
 

学校運営や教育活動等を改善し、より充実した学校にしていくために、２学期末に児童アン

ケート、保護者アンケートを実施しました。これらの評価結果についてお知らせいたします。  

 

 

 

 

★保護者アンケートから★ 
 児童と同様に今回も、「①学校は
楽しい」「②友達となかよく」で高
評価をいただきました。また、学校
の児童・保護者への対応等に関する
⑪～⑬の項目で、いずれも 90％を超
える評価をいただきました。今後
も、保護者の皆様との良好な信頼関
係を構築できるよう、引き続き努力
していきたいと思います。 
 一方、これまでと同様に⑥⑧⑩の
項目で肯定的評価が低くなっていま
す。家庭学習については、２月の家
庭学習強化習慣からは、学習時間だ
けでなく、取り組み方についても指
導を行うことで、家庭学習がより充
実したものになるようにしていきま
す。メディアとの付き合い方に関し
ては、児童への指導はもちろん、学
校と保護者が情報交換をしながら望
ましい生活習慣を確立できるよう努
めてまいります。 
 これからも、児童一人一人の実態
を把握し、支援に努めるとともに、
博労っ子の頑張りや成長の様子を各
種たより、ホームページ等を通し
て、随時発信していきますので、よ
ろしくお願いいたします。 

★児童アンケートから★ 
 今学期も全体的に 8 割以上の高評
価の項目が多くみられました。「①
学校は楽しい」「②友達となかよ
く」の結果や、「④授業で『わかっ
た』を感じる」は１学期より３ポイ
ント増えていることから、児童は友
達と良好な関係を築き、楽しく充実
した学校生活を送っていることがう
かがえます。 

一方でアクションプランとして掲
げている「⑥挨拶」に関しては１学
期より８ポイント減少しています。
保護者評価との乖離が１学期より縮
まったことから、児童は客観的に自
己評価ができるようになったと捉え
ています。よりよい挨拶をしたいと
いう意欲を高め、振り返りの場を設
けることで、気持ちのよい挨拶が実
践できるように、全校で取り組んで
まいります。 

あいさつ 

家庭学習 メディア時間  


